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アスリートにおけるスポーツに関わる「知的能力」の構造について
～スポーツタレント発掘・育成事業における
グローバルスポーツ教育プログラムに着目して～
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The structure of “intellectual faculties” concerning the athletes.
Focus on global education program in sports in sports talent identiﬁcation and develop‑
ment projects.
Ikumi Tokue Kazuhiro Awaki
Abstract
It is said that three elements of “spirit ,techniques and physical” are required in sports.
However, I consider  there are other skills in order to improve the competition
power .Therefore ,an object of this study is to focus on the global education program in
sports produced by Sendai university and clarify the structure of “intellectual faculties”. Id‑
striduted a questionnaire as a method of the investigation .This survey was conducted on
top coaches who develop top atheletes and college students physical education university.As
a result 10 factors ”communication skills(basic and applied),leadership ,problem‑solving
skills ,adaptability ,cross‑cultural adaptability ,self‑management skills , fair play spirit ,imag‑
ination , self‑control” are extracted from the student. In contrast with the result,3
factors ”human skills ,conceptual skills, self‑management skills” are extracted from the top
coaches. Compared with these two results, the top coaches have long athletic cureer. There‑
fore, they deal with ”intellectual faculties”systematically.
Keyword: intellectual faculties, global sport education program, competition power
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Ⅰ．はじめに
スポーツの競技力向上に関して、昔から
「心・技・体」と言われている。しかし、競
技力向上には決してそれだけのスキルだけ
ではないと考える。仙台大学では、トップア
スリートの発掘・育成のためのタレント発
掘事業に大きく関わりを持っている。その
中で、アスリートのスポーツにおける「知的
能力」の育成を目指し「グローバルスポーツ
教育プログラム（以下、GSEP）」を提供して
いる。
図１　GSEPロードマップ
GSEPはアスリートが競技力向上を図る
ために必要なコミュニケーションスキルや
問題解決能力などの獲得を狙いとして様々
なプログラムを競技のフィールドから離
れ、座学やワークショップ形式などで行わ
れている。スポーツタレント発掘・育成事
業をはじめ各市町村の体育協会より受託し
さまざまな箇所で GSEPを実施している。
24年度は以下のような箇所で GSEPの提
供を行っている。
表１　仙台大学が受託する事業形態及び実施回数
これらのスポーツに関わる能力について
勝田（2002）は、アスリートに求められるス
ポーツにおける「知的能力」とはただ単に物
事を暗記したりすることではないとしてい
る。そして、スポーツは常に知的活動を行っ
ているという。だとするならば、具体的にア
スリートは「心・技・体」以外のどのような
スキルが必要とされているのか研究する必
要があるのではないかと考える。
Ⅱ．目的
競技力を向上させるためには、高い技術、
競技を根本から支える体力、精神的競技能
力が必要とされる。しかし、トップアスリー
トにみられる問題解決能力やコミュニケー
ション能力など、ここで仮に「スポーツにお
ける知的能力」としてまとめられるような
力にはどのようなものがあるかという問い
に明確な解答が与えられているとは言い難
い。そこで本研究では、この「スポーツの知
的能力」の構造を明らかにすることを目的
としている。
また、性別差・競技種目別・競技成績別
で何らかの関連性がみられるかを明らかに
し、スポーツにおける「知的能力」の重要性
を比較し GSEPに反映させることが本研究
の目的となる。また、指導者と選手とのスポ
徳江ほか
40
ーツにおける「知的能力」の構造を明らかに
することで、経験・スポーツにおける立場
の違いによって認知構造が異なることを明
らかにすることになり、プログラムの構成
を指導者側の視点と受講者側の視点の両方
から検討すべきことや、指導方法に対する
提言を得ることになる。
Ⅲ．研究方法
Ⅲ‑Ⅰ　調査対象
1）体育系大学に通う学生 361名（男子 298
名、女子 63名）を対象にアンケート調査を
平成 24年 4月に行った。
質問項目は、43項目で構成し、様々な発
言やメディアの記事などを根拠にトップア
スリートが有するであろうと考えられる能
力で構成されており、これらに対して 4件
法で競技力向上のためにどの程度重要かと
いう判断を求めた。
表2　対象者の性別と人数（学生）
2）平成 24年 9月上旬に行われた日本体育
協会主催の指導者講習会の参加者 125名
（男性 93名、女性 31名）を対象に学生と同
様のアンケート調査を行った。
表3　対象者の性別と人数（TC） 
Ⅳ．結果
Ⅳ‑Ⅰ　学生の競技者
学生のアスリートはスポーツにおける知
的能力において「セルフマネジメントスキ
ル・問題解決能力・コミュニケーションス
キル（基礎・応用）・順応性・リーダーシッ
プ・発想力・異文化適応力・セルフコント
ロール」の 10因子が抽出された。
表3　体育系大学生によるスポーツにおける「知的能
力」の10因子
（１）性別差
大きな違いが見られた質問項目は多くな
かったが、「発想力」に関しては女子よりも
男子の方が重要であると認知してる傾向が
見られた。問題解決能力やフェアプレイ精
神、リーダーシップなどは男女とも因子得
点が高かった。また、異文化適応力は男女と
も因子得点が低い結果になった。有意差を
明らかにするためにｔ検定を行ったところ
「発想力」に有意差がみられた（ｔ＝2.09，
ｄｆ＝88，ｐ<．05）。これらのことから男子
学生の方が「発想力」が重要であると考える
傾向がある。
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グラフ１　性別による10因子の因子得点の比較
（２）競技種目差
競技種目別の分析では、個人競技と集団
競技の 10因子の平均得点を比較した。全体
的に集団競技を行っている人の方が得点数
が高く、特にセルフマネジメント、発想力な
どに差がみられた。有意差を明らかにする
ためにｔ検定を行ったところ集団競技を行
っている競技者は個人競技を行っている競
技者よりもセルフマネジメントスキル
（ｔ＝2.01，df=75，ｐ<．05）と問題解決能
力（t=2.17，df=77，ｐ<．05）を重視する傾
向があった。
グラフ２　競技種目別による10因子得点の比較
（３）競技成績別差
競技成績別で分析を行う際に、県大会レ
ベルと全国大会もしくはそれ以上の二つに
分けて分析を行った。大きな違いは見られ
なかったものの、全体的にやや県大会レベ
ルの方が因子得点が高かった。
グラフ3 　競技成績別による10因子の因子得点の比較
Ⅳ‑Ⅱ　トップコーチ
トップコーチのスポーツにおける「知的
能力」においては 3因子と因子負荷量をグ
ラフ４に示した。0.4以下の負荷量は空欄と
なっている。スクリ−テストを行い、トップ
コーチからはヒューマンスキル・コンセプ
チュアルスキル・自己管理能力の 3因子が
抽出された。
第一因子には、学生対象で得られた 10因
子のうち 9因子を含み、コミュニケーショ
ンスキルやセルフコントロールなどが含ま
れることから、ヒューマンスキルに値する
と考えた。ヒューマンスキルとは他者や周
囲との円滑な関係を構築し ,維持する能力
のことを指し、相手の話をしっかり聴いて
理解することができる「ヒアリング」のこと
を指す。
第二因子は、スポーツを行う上で全体を
見通して問題点を把握し、生起する様々な
問題に対処する能力のことを意味する、問
題解決能力とセルフマネジメントスキルの
要因が含まれることからコンセプチュアル
スキルと命名した。
そして第三因子は、先頭に立ちチームを
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率いることやマネジメントする要素が含ま
れていることから自己管理能力と命名し
た。
これらの結果から、選手側と指導者側で
スポーツにおける知的能力の構造の違いが
あることがわかった。選手側は、スポーツに
おける知的能力を細かく認知しているのに
比べ、トップコーチは選手の 10因子と比較
し 3因子とより大まかにスポーツのおける
知的能力をとらえているようであった。
表４　スポーツにおける「知的能力」の3因子
（１）性別差
ポ男女を比較したところ、主にヒューマ
ンスキルとコンセプチュアルスキルにおい
て大きな差がみられた。ヒューマンスキル
においては、女性の因子得点が 3.75にたい
して男性は 3.47と 0.1の差異が見られた。
しかし、男女ともに多の因子よりも重要で
あると認知しているようであった。コンセ
プチュアルスキルに関しては、女性の因子
得点が 3.37に対し、男性が 3.25と 0.12の違
いが見られた。
グラフ4 　性別差による因子分析の比較
（２）競技種目別
競技種目別の分析では、集団競技と個人
競技の２つにわけて分析を行った。競技別
でみられた結果として、ヒューマンスキル
に関しては全体的にどちらの競技も高い得
点が得られた。３つの因子も個人種目の方
が因子得点が高い結果になった。有意差を
明らかにする為にｔ検定を行ったが有意差
は見られなかった。
グラフ5 　種目別による因子得点の比較
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（３）競技成績別
次に競技成績別で世界大会出場レベルと
全国大会上位入賞者とを比較し分析を行っ
た。
ヒューマンスキルおよびコンセプチュア
ルスキルにおいては大きな差は見られなか
った。自己管理能力は世界大会出場者の平
均得点が 3.19に対し、全国大会出場および
全国大会上位入賞者は 3.25であった。
グラフ6 　競技成績による因子得点の比較
Ⅳ‑Ⅲ　学生とトップコーチの比較
学生とトップコーチを比較して、大きく
違いがあった質問項目として７つ挙げられ
る。指導者の方が重要であると認知してい
る質問項目として「外国の文化にストレス
なく合わせることが出来る」、「自分の強み
を知っている」、「悪いことが起きてもすぐ
に切り替えることができる」、「自分の競技
に対しての研究心・追求心を持っている」
であった。学生の平均得点が上回った質問
項目は「年上とも気兼ねなく付き合うこと
ができる」、「自分がリーダーとなり周りに
指示を出すことが出来る」、「ジョークなど
で周りの雰囲気を和やかにすることができ
る」であった。トップコーチと学生を比較し
たところ、トップコーチはアスリート自身
の中で必要とされるスキルが重要であると
認知しているのに対して、学生のアスリー
トは周りの環境や人とのなかで必要とされ
るスキルが重要であると認知していると考
えられる。（グラフ７）
グラフ７　学生とトップコーチの質問項目の比較　
Ⅳ‑Ⅳ　学生とトップコーチの因子の比較
構造
学生とトップコーチの認知構造を比較し
た。　ヒューマンスキルには、コミュニケー
ションスキル(基礎)、異文化適応力、発想力、
フェアプレイ精神、セルフコントロールス
キル、問題解決能力、セルフマネジメントス
キル、コミュニケーションスキル(応用)、順
応性の 10因子中 9因子が含まれていた。コ
ンセプチュアルスキルには、問題解決能力
とセルフマネジメントスキルの 2因子が含
まれていた。3つ目の自己管理能力にはセ
ルフマネジメントスキル、コミュニケーシ
ョンスキル(応用)、順応性、リーダーシップ
が含まれていた。（図２）
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図2　学生とトップコーチの因子構造の関連性
Ⅴ．考察
スポーツにおける「知的能力」は選手側と
指導者側で構造が大きく異なることが明ら
かになった。スポーツにおける「知的能力」
を細かく認知している学生と比較し、指導
者は体系的に捉えていることが分かった。
今後、競技力向上を目指していく中で、技
術指導と同様にスポーツにおける「知的能
力」の育成・指導が必要不可欠になってい
くのではないかと考える。本研究の結果を
踏まえると、スポーツにおける「知的能力」
の育成を行う際には各年代において、競技
との関わりが浅い年代ではより細かく指導
し、さらにレベルが上がり競技とも長く関
わってくる年代においては大まかに体系づ
けて指導する必要が出てくるのではないか
と考える。
Ⅵ．まとめ
本研究の目的は、スポーツにおける知的
能力の構造を明らかにすることであった。
また性別や競技種目別、競技成績で違いが
あるのかを分析し、仙台大学が提供してい
るグローバルスポーツ教育プログラムに反
映させることも目的の一つであった。研究
結果を踏まえ、男女別のプログラム提供す
る際に女子はコミュニケーションスキルを
重要視していることから、コミュニケーシ
ョンスキルのプログラムを多く提供するな
どの工夫が必要になる。男子は、発想力を重
要視していることから発想力を豊かにする
ワークショップやグループワークなどの提
供も必要になってくる。また、競技別で見た
ときには、集団種目を行っている競技者の
方がセルフマネジメントと問題解決能力を
重要視していることから、種目別プログラ
ムの提供も行っていく必要性が出てくるの
ではないかと考える。
その他にも本研究の結果を踏まえ、トッ
プアスリートを育成・指導していく中で
「心・技・体」以外にもスポーツにおける
「知的能力」が必要であるとされるのであれ
ば、指導者側からの一方的な指導だけでは
なく、選手と指導者とがしっかりとコミュ
ニケーションをはかり、自ら考え行動でき
るアスリートに育てる必要が出てくる。こ
れらのことを踏まえて、今後さらにスポー
ツ指導を見直すきっかけになるのではない
かと推測する。
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